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第１号議案 令和元年度事業報告及び決算報告について 

１ 交通不便者や来訪者に対応した公共交通の利便性向上 

(1)「南信州公共交通インフォメーション（南信州の公共交通ポータルサイト）」 

来訪者を含めた公共交通利用者の利便性向上につなげるバス・乗合タクシー・JR飯田線の 

情報提供の管理運営 

URL http://kk.minami.nagano.jp/ 

  (2)公式 Twitter「南信州おでかけインフォ（旧南信州地域交通問題協議会）」 

バス・飯田線の運休・遅延等の情報に加え、おでかけにつながる観光情報も発信 

Twitterで「南信州おでかけインフォ」 

(3)利用者に分りやすい案内表示等の整備 ベストミックス事業 

ナンバリングの導入により、バスの方向幕や時刻表と連動させ利用する路線を明確に表示さ

せることではじめて利用する方でも安心して乗車することができる環境を整備した。 

ア ナンバリングカラーと連動したマグネット新規制作及び増刷

新規：高森町４路線（K1～K4） 増刷：松川町１路線（M4）、喬木村１路線（E3）

イ 南信州公共交通システムのマグネットの増刷

南信州公共交通システムの認知度向上を目的として、バス等の車体に貼付け啓発した。

ウ 飯田駅前の路線バスのりばの路線図整備 ベストミックス事業 

・飯田駅は JR 飯田線、高速バス、タクシー（乗合タクシー含む）との交通結節点となっ

ており、地域住民や来訪者の乗降が多いターミナルである。

・平成 27 年度から住民や来訪者に対して、管内のバス路線の全体像を分かりやすくし、

身近なものに感じてもらうため、路線ごとに色（カラー）と番号（ナンバリング）を割

付け、車両等の LED方向幕やマグネットシートの整備が概ね完了した。今年度、この取

組みを路線図データに反映（整備）し、駅前路線バスのりばの整備（貼り替え）を行っ
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た。 

 

 

 

＜設置前＞  ＜設置後＞ 

２ 利用者層及び利用者数の拡大 

(1)高齢者に対するバスの利用の仕方、マナー（乗り方教室）の実施 

実施日 11/19、11/28、12/11（松川町） 

＜改善のポイント＞ 

・観光資源（施設やランドマーク等）の情報を加える。基本的には公共交通を利用して行くことがで

きる場所  Ex）温泉施設、観光ｽﾎﾟｯﾄ（天龍峡、遠山郷等）道の駅、旧跡・文化財等

・分かりやすさや見やすさを重視した路線図案内とするため、住民の通学・通勤に限った運行をして

いる路線は加えない。（例えば、朝１便、夕方１便のともに片道運行）
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(2)ＪＲ飯田線を含めた公共交通の利用促進・利用転換事業を図る。 

「のってみまいか公共交通№16号（12月号）」の広報の中で、新・忘年会時の公共交通の利

用を呼び掛けた。 

(3)新入生（高校生新１年生）に対する公共交通利用啓発活動 

南信州圏域の 8高校におけるオリエンテーションの際に公共交通利用に関するチラシを配布。

（R2年度新入生 1,550人） 

３ 基幹路線に対する准基幹路線及び支線の連携強化 

(1)既存公共交通の運行見直しや乗り継ぎの改善 

ア 基幹路線、准基幹路線との結節に関係するバスとの乗継改善（シームレス）会議の開催（12/9）

4 月からの運行やダイヤ見直し等の情報共有や利用者や乗務員からの意見を反映するため。 

イ 駒場線と西部コミュニティバスとの乗り継ぎ改善にかかる打合せ（10/21）

通勤通学時の道路渋滞や悪天候等の遅延時における運行事業者間の連絡方法にかかる調整を

行うため。 

 (2)各関係機関の果たすべき役割に対し側面的支援または協働実施 

ア 各地域公共交通会議（市町村）との側面的支援

・高森町の公共交通にかかる側面的支援（総会 8/30、7/12、8/20・23・27、9/10、10/9、11/19、

11/27、12/27、1/27） 

イ 各地域公共交通会議への出席

・飯田市地域公共交通改善市民会議（総会 6/28）

同駒場線部会（12/5）、同北部線部会（12/16）

・下伊那南部地域公共交通対策協議会（総会 6/28）

・西部コミュニティバスを守る会（総会 6/25）

・喬木村地域公共交通会議（総会 6/12）

ウ ブロック担当者会の開催

・南部ブロック５町村担当者会の開催（5/24）

・西部ブロック３町村担当者会の開催（5/29）

・北部ブロック５町村＋飯田市担当者会の開催（7/31、10/11、11/18、2/12）

(3)運転手のおもてなし研修会の開催 

運転手に対する研修会を実施し、圏域全体の公共交通のサービスレベルの向上を図った。 

・開 催 日：10月 26日（土）

・場  所：座学及び実地研修（市民バス三穂線） 

・参 加 者：19名

・講習内容：バスの運転業務と利用者を安心・安全に運行するための確認事項の再確認

・そ の 他：信南交通との協働事業

利用の仕方やマナー等を説明（現地） バスの利用の仕方マナー等の説明（座学） 
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(4)持続可能な公共交通にかかる調査事業 ベストミックス事業 

当地域における公共交通のあり方に資する調査に取り組んだ。路線定期運行以外の運行の導

入によるメリット、デメリット、簡易収支分析を行うとともに、現在一部の市町村で実施して

いる区域運行の利用状況の整理とその改善案を検討した。 

ア 乗合タクシーの改善・導入に向けた調査検討業務

当地域は、路線バスや各市町村のコミュニティバスを中心とした公共交通ネットワークが構

築されており、飯田市と阿智村においては乗合タクシーの運行を行っている。 

一方でコミュニティバスの利用者減少や、バスの運転手不足が生じていることから、バスか

ら乗合タクシーなどのより小さな公共交通機関へ転換することも考えられる。そこで、本業

務においては、飯田市と阿智村において運行されている乗合タクシーの利用状況を分析した

上で、他の町村において乗合タクシーを導入する際に留意すべき事項について整理した。 

４ 持続可能な南信州公共交通システムのブランド化 

圏域住民に「南信州公共交通システム」を広く周知し、自家用車主体の生活様式から、公共

交通を交通手段のひとつの選択肢と意識付けするための取組みを行った。 

(1)広報誌を活用した情報発信 

南信州広域連合広報誌「すきです南信州での広報：43,000部（全戸配布・一部組合回覧） 

  ・「すきです南信州 vol.81（9月号）」 

内容：表紙に管内市町村のラッピングバスを紹介 

・「のってみまいか公共交通№16号（12月号）」 

内容：「お仕事キッズタウン（9/8）」の実施報告と年末年始の公共交通の利用啓発 

・「のってみまいか公共交通№17号（2月号）」 

内容：公共交通利用につなげる意識啓発とインフォメーション（HPと Twitter）の案内 

実地研修時の運転業務の説明 実地研修後のふりかえり説明 
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 (2)公共交通に関するイベントの開催 

「お仕事キッズタウン（主催：南信州青少年育成プロジェクト）」において、バスガイド体 

験と乗り方教室を開催した。 

・開催日：令和元年 9月 8日（日）

・場 所：エス・バード（旧飯田工業高校）

・ブース来訪者数：250名（うちバスガイド体験 84名）

・その他：信南交通と飯田市との協働事業／平成 28年から参画し令和元年度で 4回目

５ リニア中央新幹線開業を見据えた新たな公共交通網の基盤づくり ベストミックス事業 

(1)南信州北部 5町村における公共交通検討 

H29、30年度に実施した北部５町村の利用者実態等の調査を踏まえ、各路線の課題を整理した。

令和元年度は生活交通の利便性向上と観光交流活性化の両面から結節拠点を含めた、北部５町

村にとって最適な公共交通の提案を行った。 

・北部ブロック５町村＋飯田市担当者会におけるワークショップの開催

2027 年のリニア中央新幹線の開業を見据え、北部５町村における運行再編も視野に入れた既

存公共交通の利用実態調査（H29、30年度）を行った。北部ブロックにおける各路線の役割分

担や課題整理と、比較的連携の取りやすい事業を決定した。また、市町村間における情報共有

や新たな連携の創出の場として位置づけることができた。

(2)観光交通（二次交通）の検討会議 

 検討メンバー：南信州観光公社、長野県タクシー協会、阿智昼神観光局、南信州広域連合 

・観光交通のひとつの手段として、観光タクシーの具体的なコースづくりを進めた。

観光交通にかかる検討部会（計 7回）を開催し、コースづくり（商品造成）を行った。

（タクシー事業者６社が北陸信越運輸支局に運賃設定許可申請を行い認可が下りた）

乗り方教室 バスガイド体験 
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収入金額

支出金額

差引残額

（単位：円）

予算 決算 比較増減 備　考

2,262,000 2,262,000 0 南信州広域連合負担金

1,400,000 1,400,000 0 地域交通ベストミックス構築事業（県補助金）

472,700 472,700 0 H30年度繰越金

1,400,000 1,400,000 0 南信州広域連合貸付金

300 22 278 利息

5,535,000 5,534,722 278

（単位：円）

予算 決算 比較増減 備　考

437,000 268,069 168,931

報償費 248,000 204,150 43,850 委員等報償費

旅費 189,000 63,919 125,081 委員等旅費、職員旅費

15,000 11,678 3,322

消耗品費 15,000 11,678 3,322 消耗品

60,000 25,306 34,694

通信運搬費 50,000 20,506 29,494 通信運搬費、振込手数料

使用料 10,000 4,800 5,200 出張時駐車場料

3,623,000 3,116,535 506,465

１　交通不便者や来訪者に対応した
公共交通の利便性向上

980,665円

２　利用者層及び利用者数の拡大  0円（ゼロ予算）

３　基幹路線に対する准基幹路線及び支線の連携強化
1,450,900円

４　持続可能な南信州公共交通システムのブランド化
0円（ゼロ予算）

５　リニア中央新幹線開業を見据えた
新たな公共交通網の基盤づくり

　684,970円

1,400,000 1,400,000 0 南信州広域連合貸付金の返還

5,535,000 4,821,588 713,412

計

令和元年度　南信州地域交通問題協議会　決算

5,534,722 円
4,821,588 円
713,134 円

（収入）

科　目

負担金

県補助金

繰越金

借入金

諸収入

返還金

計

（支出）

科　目

運営費

需用費

役務費

事業費
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第２号議案  令和２年度事業計画（案）及び収支予算（案）について 

１ 新型コロナウィルス感染症への対応 

 新型コロナウィルス感染症の影響を受け、公共交通の利用者は著しく減少しており、このままで

は地域公共交通の維持が脅かされる恐れがある。一方で、各公共交通交通事業者においては、安全・

安心な運行に加え、新しい生活様式に移行する中で安心して利用できるよう、感染防止のための

様々な取組みを実施している。 

南信州地域交通問題協議会としては、公共交通事業者の取組みを住民に周知し、公共交通利用へ

の回帰を促す取組みを行う。 

(1)広報誌等による啓発活動

感染防止のために公共交通事業者が実施している対策の紹介

ア 広報誌「のってみまいか公共交通」（臨時号）発行

イ 「南信州公共交通インフォメーション（南信州の公共交通ポータルサイト）」掲載

(2)車内、停留所掲示用感染防止対策ポスターやステッカーを配布し、圏域全体で取組んでいるこ

とを PRする。

(3)「南信州地域の公共交通崩壊を食い止めるための緊急アピール」の採択

(4)その他、感染防止対策及び啓発活動

２ 交通不便者や来訪者に対応した公共交通の利便性向上 

圏域の公共交通に関する情報や利用者にとって分かりやすい路線図・時刻表を提供し、来訪者を 

含めた利用者の利便性向上につなげる。 

(1)「南信州公共交通インフォメーション（南信州の公共交通ポータルサイト）」

来訪者を含めた利用者の利便性向上につながるバス・乗合タクシー・JR飯田線の情報発信及び

サイトの管理運営

  URL http://kk.minami.nagano.jp/ 

(2)公式 Twitter「南信州おでかけインフォ（旧南信州地域交通問題協議会）」 

 バス・飯田線の運休・遅延等の情報に加え、おでかけにつながる観光情報の発信 

  Twitterで「南信州おでかけインフォ」 

３ 利用者層及び利用者数の拡大 

公共交通を移動手段のひとつの選択肢として認識してもらうため、各関係機関と連携し取組む。 

(1)バスの乗り方教室の実施

対象者毎（中学生、高齢者等）に乗り方教室を開催し、新たな利用につなげる。

(2)JR飯田線の利用促進

JR飯田線を最大限利活用できるようバスの運行・ダイヤの見直しや乗り継ぎの改善を図る。

資料２ 
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４ 基幹路線に対する准基幹路線及び支線の強化 

各関係機関との情報交換等を実施し、公共交通の運行や乗り継ぎ改善を図る。 

(1)各関係機関と連携した公共交通の改善・利便性向上

・名古屋大学等と連携し利用促進・利用転換につながる事業の検討を行う。

・各関係機関との情報交換等の実施により、既存公共交通の運行・ダイヤの見直しや乗り継ぎの

改善を図る。

(2)関係機関の果たすべき役割に対し側面的支援または協働の実施

５ 持続可能な南信州公共交通システムのブランド化 

圏域住民に「南信州公共交通システム」を広く周知し、自家用車主体の生活様式から、公共交通

を交通手段のひとつの選択肢と意識付けするための取組みを行う。 

(1)広報誌の発行により認知度向上（年度内２回予定）

南信州広域連合発行の広報誌の中に『のってみまいか公共交通）』を掲載し、公共交通利用へ

の関心を高める。

(2)イベントと連携した公共交通の認知度向上

さまざまな層をターゲットに対して、公共交通への意識や関心を持ってもらう機会をつくる。

６ リニア中央新幹線開業を見据えた新たな公共交通網の基盤づくり 

 観光交通のひとつの手段として、観光タクシーの具体的なコースづくりと商品化、PR に向けた

取組みを推進する。（新型コロナウィルス感染症の状況を見ながら柔軟に対応する） 

７ 南信州地域公共交通計画の策定 

  当地域の公共交通マスタープランである南信州地域公共交通網形成計画（計画期間：平成 28 年

４月～令和３年３月）を継ぎ目無く新しい計画に移行する。地域公共交通の活性化及び再生に関す

る法律の一部改正を反映するとともに、実行性（実効性）のある計画を目指す。 

計画策定にあたっては南信州地域公共交通計画策定委員会を組織し、さらに生活圏４ブロック

（飯田、西部、南部、北部）の検討部会も設置する。 

＜南信州地域公共交通計画策定委員会の構成メンバー＞ 

南信州地域交通問題協議会 幹事 ＋ 国・県 ※ 

※国土交通省北陸信越運輸局交通政策部、国土交通省北陸信越運輸局長野運輸支局、長野県 

  企画振興部交通政策課、南信州地域振興局リニア活用・企画振興課を加える。 
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収入金額

支出金額

差引残額

（単位：円）

R2予算 R1予算 比較増減 備　考

6,571,000 2,262,000 4,309,000 南信州広域連合負担金

0 1,400,000 △ 1,400,000

713,134 472,700 240,434 R1年度繰越金

0 1,400,000 △ 1,400,000

866 300 566

7,285,000 5,535,000 1,750,000

（単位：円）

R2予算 R1予算 比較増減 備　考

625,000 437,000 188,000

報償費 402,000 248,000 154,000 委員等報償費

旅費 223,000 189,000 34,000 講師・委員等旅費

505,000 15,000 490,000

消耗品費 50,000 15,000 35,000 消耗品

印刷製本費 455,000 0 455,000 計画書印刷等

471,000 60,000 411,000

通信運搬費 461,000 50,000 411,000 通信運搬費、振込手数料

使用料 10,000 10,000 0 出張時駐車場使用料等

3,711,000 0 3,711,000

委託料 3,711,000 0 3,711,000 ７　南信州地域公共交通計画の策定

1,973,000 3,623,000 △ 1,650,000

１　新型コロナウィルス感染症への対応   240千円

２　交通不便者や来訪者に対応した
公共交通の利便性向上  1,213千円

３　利用者層及び利用者数の拡大　0円（ゼロ予算）

４　基幹路線に対する准基幹路線及び支線の連携強化
20千円

５　持続可能な南信州公共交通システムの
ブランド化　　500千円

６　リニア中央新幹線開業を見据えた新たな
公共交通網の基盤づくり

 　0円（ゼロ予算）

0 1,400,000 △ 1,400,000

7,285,000 5,535,000 1,750,000

令和２年度　南信州地域交通問題協議会　収支予算（案）

7,285,000 円
7,285,000 円

0 円

（収入）

科　目

負担金

県補助金

繰越金

予算の執行上必要があるときは、科目間の流用ができるものとする。

（支出）

科　目

運営費

需用費

役務費

計

事業費

借入金

諸収入

計

返還金

委託費







































































































































































南信州地域の公共交通崩壊を食い止めるための緊急アピール（案） 

 南信州地域交通問題協議会は、南信州地域 14 市町村が一体となり地域の公共

交通を守り地域全体の「おでかけ」を保障するために、平成 20 年 3 月に「地域

公共交通の活性化及び再生に関する法律」に基づく協議会として設立しました。 

 協議会では、この地域で住み続けられるよう高校生、高齢者等の通学、通院の

足の確保はもとより、広く住民や来訪者に公共交通を使っていただけるよう

様々な取組みを実施してまいりました。 

 こうした中、今般の新型コロナウイルス感染症の影響は公共交通にも非常に

大きなダメージを与えています。昨年同月比でみれば、4 月は高速バスは約 90％、

路線バス、タクシーはともに約 60％もの利用者の減少がみられます。このまま

では、地域の公共交通を支えていただいている交通事業者の事業継続も危ぶま

れる状況であり、そうなれば住民の生活にも大きな支障が生じます。 

 各公共交通機関では、三密を防ぐためにラッシュ時の増便や、換気、消毒等

様々な取組みを行っていただいています。協議会としても、こうした各公共交通

機関の感染防止策の取組みを住民の皆さんに知っていただく等、公共交通を守

り利用促進に向けた必要な取組みを実施してまいります。 

 地域の皆さんには、日常生活における重要なインフラでもある公共交通の大

切さをご理解いただき、感染防止に留意したうえで、電車、バス、タクシー等の

公共交通を積極的に利用していただくようお願いします。 

 また、国土交通省及び⾧野県に対しましては、こうした地域の窮状をご理解い

ただき、持続可能な公共交通の維持確保のために必要な支援を速やかに実施し

ていただきたく、緊急アピールを宣言いたします。 

令和 2 年 6 月 16 日 

南信州地域交通問題協議会 

会⾧ 牧 野 光 朗 

(南信州広域連合⾧) 

当日配布資料２ 第４号議案 



(情報提供のあった事業者のみ掲載)

【路線バス南信州地域全体】 【乗合タクシー南信州地域全体】

H31 R2 H31 R2

２月 37,051 34,794 ２月 875 851

３月 32,166 20,187 ３月 978 643

４月 44,009 18,746 ４月 1,106 605
(単位：人) (単位：人)

【信南交通(路線バス)】 【信南交通(高速バス)】

H31 R2 H31 R2 H31 R2 H31 R2

２月 25,409 24,324 3,813 3,818 ２月 80,699 71,437 72,032 62,349

３月 22,099 13,736 3,807 1,263 ３月 101,433 40,437 99,342 33,683

４月 30,938 12,331 8,700 3,620 ４月 89,851 8,876 81,819 7,062
(単位：人) (単位：千円) (単位：人) (単位：千円)

【信南交通(貸切バス)】 【タクシー】管内11事業者合計(1社はデータ未提出)

H31 R2 H31 R2 H31 R2 H31 R2

２月 508 104 16,736 11,654 ２月 68,683 66,019 79,745 80,258

３月 188 2 20,357 185 3月 82,224 56,167 93,890 65,850

４月 258 1 28,812 63 ４月 79,925 28,315 94,971 34,477
(単位：台) (単位：千円) (単位：人) (単位：千円)

輸送人員
高速バス

当日配布資料 別紙

新型コロナウイルス感染症の公共交通への影響

運送収入輸送人員

運送収入
タクシー貸切バス

運送収入稼働日車

路線バス
輸送人員 乗合
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新型コロナウィルス感染症対策に関する取り組み 

○路線バス

・車内環境改善の取り組み（車内のアルコール消毒、乗客用のアルコール消毒液の設置、定期的

な換気の実施、バス運転席へのビニールカーテン設置等）

・乗務員のマスク着用、手洗いの励行、毎朝の検温

・車庫帰着毎にアルコール消毒の実施

・毎晩の除菌消毒実施

・高校生の利用密を解消（駒場線）

乗車率の高い通学時間帯において 1台あたり 25 人を上回らないよう続行便（2～3 台の増便）

を運行し、密の解消に取り組んでいる。

○タクシー（乗合タクシー含む）

・車内環境改善の取り組み（運行毎に車内消毒の実施、手指消毒用アルコールの設置、運賃受取

トレーの設置、定期的な換気の実施等）

・乗務員のマスク着用、手洗いの励行、毎朝の検温、血圧、パルスオキシメーター測定

・乗務員と後部座席の間に感染防止シート、仕切り板を設置

○JR 飯田線

・車内換気（外の空気との入れ替え）は、国で定める車両設計基準を満たし、適切に換気される

構造となっている。

・飯田線は停車駅間が短いため停車駅毎に扉が開くことができ、短い時間で換気できる。

・駅社員、乗務員の感染防止（マスク着用、手洗いの励行）

・利用者の手の触れやすい箇所の頻繁な消毒を行っている。

・朝の通勤・通学時間帯の混雑緩和について

下伊那高等学校長会により一部高校での始業時間等を調整していただくことで、分散登校（列

車混雑緩和）にご協力いただいている。

・列車の出入口付近での混雑に対し、全列車で車両中程の空間の御利用を車内放送によりお願い

し、密の解消に取り組んでいる。

南信州の路線バス、タクシー（乗合タクシー含む）、JR 飯田線を運行するすべての交通事業者

は、お客様に安全にご利用いただけるよう、新型コロナウィルス感染症対策や「新しい生活様

式」に対応した運行に努めてまいりますので、これからも安心してご利用ください。 

当日配布資料別紙 
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令和元年度　公共交通利用実績（輸送人員）
H31年4月～R2年3月

（単位：人）

R1 H30

4月～3月 4月～3月 増減数 前年対比

基 幹 W0 駒場線 219,540 230,558 △ 11,018 95.2%

〃 E0 阿島線 21,729 24,945 △ 3,216 87.1%

〃 Ｓ0・Ｓ1
阿南線（阿南～飯田）
※温田線含む

36,086 38,013 △ 1,927 94.9%

准基幹 E1 遠山郷線 16,567 16,539 28 100.2%

〃 E2 平岡線（路線バス） 716 1,548 △ 832 46.3%

〃 L1
市民バス循環線
（右回り、左回り）

83,323 81,870 1,453 101.8%

〃 W1 西部コミュニティバス 9,231 11,492 △ 2,261 80.3%

〃 M1 大鹿線 8,371 8,293 78 100.9%

〃 ― 上市田線 併 2,742 2,804 △ 62 97.8%

〃 ― 平岡線 ☑ 2,730 3,472 △ 742 78.6%

支線 C5 市民バス大休線 2,892 3,453 △ 561 83.8%

〃 C3 市民バス千代線 2,738 2,439 299 112.3%

〃 C2 市民バス久堅線 2,325 2,395 △ 70 97.1%

〃 C4 市民バス三穂線 4,564 5,112 △ 548 89.3%

〃 Ｍ2・Ｍ6 上片桐循環線 7,130 8,236 △ 1,106 86.6%

〃 Ｍ8 大島循環線 2,833 3,360 △ 527 84.3%

〃 Ｍ4・Ｍ5 生田循環線 4,304 5,315 △ 1,011 81.0%

〃 Ｍ7 生田線 5,580 7,086 △ 1,506 78.7%

〃 Ｍ3 部奈線 6,476 7,894 △ 1,418 82.0%

〃 ― 泰阜線 ― ― ― ―

〃 ― 阿南町民バス 3,575 4,062 △ 487 88.0%

〃 W2 伍和・智里東 4,598 5,018 △ 420 91.6%

〃 W3 春日・智里西 2,618 3,540 △ 922 74.0%

〃 W5 清内路巡回 7,533 8,075 △ 542 93.3%

〃 W4 浪合巡回 2,295 2,243 52 102.3%

〃 R2 天龍村営バス 2,985 3,197 △ 212 93.4%

〃 E4 氏乗線 2,723 2,701 22 100.8%

〃 E3 喬木大島線 2,831 2,257 574 125.4%

〃 E5 コミュニティバス阿島線 712 1,338 △ 626 53.2%

〃 E6 コミュニティバス伊久間線 1,499 1,472 27 101.8%

〃 E7 コミュニティバス厚生病院線 90 93 △ 3 96.8%

比　較
路線体系 路線名

デ
マ
ン
ド

ナンバ
リング

当日配布資料３ 
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R1 H30

4月～3月 4月～3月 増減数 前年対比

比　較
路線体系 路線名

デ
マ
ン
ド

ナンバ
リング

支線 T3 堀越線 2,320 1,918 402 121.0%

〃 T4 佐原線 1,356 1,459 △ 103 92.9%

〃 T7 壬生沢線 1,296 1,163 133 111.4%

〃 T5 福島線 568 221 347 257.0%

〃 T6 壬生沢福島線 1,016 667 349 152.3%

〃 T2 滝川阿島北県道線 2,365 2,508 △ 143 94.3%

〃 ― かざこし線 ☑ 1,638 2,056 △ 418 79.7%

〃 ― 三穂線 ☑ 2,693 2,581 112 104.3%

〃 ― 川路線 ☑ 1,079 1,128 △ 49 95.7%

〃 ― 竜東線 ☑ 5,913 7,075 △ 1,162 83.6%

〃 ― 遠山郷線 ☑ 432 434 △ 2 99.5%

〃 ― 上村線 ☑ 96 154 △ 58 62.3%

〃 ― 下栗線 ☑ 270 274 △ 4 98.5%

〃 ― 須沢線 ☑ 40 70 △ 30 57.1%

〃 ― 上島線 ☑ 2 4 △ 2 50.0%

〃 ― 八重河内線 ☑ 928 540 388 171.9%

〃 ― 阿智村乗合タクシー ☑ 1,057 817 240 129.4%

〃 Ｍ4・Ｍ5 生田循環線（午後便） ☑ 269 ― ― ―

494,674 521,889 △ 27,215 94.8%

 併：デマンド（一部定時路線）　　☑：デマンド

利用者数　合計

115,523 117,030 110,308 105,655 102,355 93,639 

133,317 134,864 126,738 126,549 126,018 123,680 

275,284 297,190 298,898 293,049 293,516 277,355 

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

H26 H27 H28 H29 H30 R1

体系別 利用実績グラフ（H26～R1年度） 

支線 准基幹 基幹 

Σ 549,084 Σ  535,944 

(53%) 

Σ 524,124 Σ 525,253 Σ 521,889 
Σ 494,674 

+24,960 -13,140 
-10,691 

-3,364 

-27,215 

(24%) (25%) 

(56%) (56%) (56%) (54%) 

(25%) 

(56%) 

(22%) (21%) 

(24%) 

(20%) (20%) 

(24%) 

(19%) 

(25%) 

(20%) 
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南信州地域公共交通計画の策定について 

１ 南信州地域公共交通計画（以下、「新計画」）について 

・南信州地域の公共交通にかかるグランドデザイン（マスタープラン）

・地域公共交通の活性化及び再生に関する法律（平成十九年法律第五十九号）に基づく計画

（努力義務。南信州地域公共交通網形成計画の作成は任意）

・計画期間は 2021（令和 3）年 4月～2026（令和 8）年 3月の５年間

・計画区域は 14市町村の範囲

・乗合バス等の運行費補助は計画と連動して実施される見込み（南信州地域公共交通網形成計画

の作成は補助要件ではなかった）

２ 地域公共交通にかかる法律の沿革と当地域の計画の関係について 

年 月 内 容 

平成 19年 10月 地域公共交通の活性化及び再生に関する法律(以下「活性化再生法」)の施行 

平成 20年３月 南信州地域交通問題協議会の設立 

平成 21年４月 南信州地域公共交通総合連携計画の運用開始【H21.4～H26.3】 

平成 26年４月 第 2次南信州地域公共交通総合連携計画の運用開始【H26.4～H31.3】 

平成 26年 11月 持続可能な地域公共交通ネットワークの再構築を図るための活性化再生法の

一部を改正する法律の施行 

平成 28年４月 南信州地域公共交通網形成計画の運用開始【H28.4～H33(R3).3】 

※第 2次南信州地域公共交通総合連携計画からの乗り換え

令和２年５月 持続可能な運送サービスの提供の確保に資する取組を推進するための活性化

再生法の一部を改正する法律の成立 

３ 新計画の方向性 

・南信州地域公共交通網形成計画（以下、「網形成計画」）のふりかえり及び市町村（地域公共交

通会議を持つ）等の実施事業の評価を踏まえ、当地域の現状把握や課題整理を行う。

・加えて、社会経済情勢変化に対応した公共交通計画とする。

４ 新計画の４つの策定方針 

①誰が見ても分かりやすい計画とする。 

②目標の評価指標は達成度を確認しやすい項目とする。 

③実行（実効）性の高い計画とする。 

④地域公共交通の活性化及び再生に関する法律の一部改正に則した計画とする。 

５ 計画策定のプロセス 

  網形成計画のふりかえり（5-1） → 課題整理（5-2） →  新計画の策定（5-3） 

資料３ 
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5-1 網形成計画のふりかえり 

(1)網形成計画の計画そのもののふりかえり 

ア ブロック(飯田・西部・南部・北部)単位による市町村と運行事業者との検討部会（ワーク

ショップ）の開催による検証 

→検討部会では“ふりかえり”を行うとともに、新計画のテーマや目標、実施事業についても

検討し、新計画に資する協議を行う。

イ 各地域公共交通会議の実施事業の達成度確認（該当する市町村に調査を実施）

→各市町村の取り組むとした事業についての自己評価（事業の達成度とその理由等）を行う。

(2)網形成計画の目標値の検証 

ア 住民アンケートの実施

・目標値の達成度はアンケートで検証する。

・アンケート項目は下記のとおり見直し、必要最低限の項目に絞ることにより回答者への負担

を軽減する。

・H28 追加設定する予定だったアンケートについて未実施のため、今回実施するアンケートで

現状の数値として把握を行う。

・新計画に資するアンケート項目も追加する。

・アンケート内容を見直すことから、調査対象及び調査方法及び数については検討する。

 ＜H25アンケート＞ A4・12ページ   ＜R2アンケート（案）＞ A4・4ページ程度 

・歩行に関する状況

・普段の外出目的

・公共交通の利用に関して

・公共交通に関する広報に関して

・路線バスに対する税金投入に関して

・公共交通に関する意見

計 33項目 

・現計画の評価指標にかかる 5項目

○新送迎の状況 

○新自動車の利用可能状況 

○新通院先・通学先の手段 

＋ 

・H28追加設定の目標 3項目

＋ 

絞り込み 

＜新計画作成に必要な項目（案）＞ 

○ふりかえりの視点

・基本方針は適切だったか、目的・課題解決に結びついていたか。

・各主体の役割が十分果たせるものとなっていたか。

などの総合的な判断のほか、個別の取組みについても検証する。
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イ 目標等の確認 

(ｱ) 設定したテーマと目標 

テーマ 目 標 

もっと 

やさしく 

Ａ 交通不便者や来訪者に対応した公共交通の利便性向上 

 
学生や高齢者はもとより来訪者にもわかりやすい案内を提供し、利用しやすい公共交

通として整備する。 

Ｂ  利用者層及び利用者数の拡大 

 
公共交通への利用転換、利用促進等の実施や、利用者の生活に合った運 

行ダイヤを検討し、利用者層及び利用者数の増加を図る。 

もっと 

便利に 

Ｃ 基幹路線に対する准基幹路線及び支線の連携強化 

 
持続可能な運行形態を検討するとともに、接続路線の乗継を改善し段階的な路線網の

整備を図る。 

地域のおでか

けを支えるし

くみ 

Ｄ 南信州公共交通システムのブランド化 

 
公共交通を維持するため、南信州公共交通システムを広く周知し、公共交通に対する

意識の醸成を図る。 

Ｅ リニア中央新幹線開業を見据えた新たな公共交通網の基盤づくり 

 リニア中央新幹線開業を見据えた地域内の移動手段の充実を検討する。 

 

(ｲ) 当初の目標値 

 目標 評価軸 評価基準 
現状 

(H25) 

目標値 

(H32) 

算出

方法 

Ａ 

交通不便者や来訪

者に対応した公共

交通の利便性向上 

移動手段の充実

による住民生活

の質的向上 

高齢者の買い物に

おけるバス利用者

満足度 

バス利用者の満

足度 27.6％ 
30％ 

アンケ

ート 

Ｂ 
利用者層及び利用

者数の拡大 

自家用車を運転

している高齢者

の公共交通への

利用転換 

高齢者の公共交通

(ﾊﾞｽ、飯田線、乗合

ﾀｸｼ-等への利用転

換者の増加 

公共交通を利用

している高齢者

割合 19.4％ 

21％ 
アンケ

ート 

利用者数の拡大 利用者数の増加 
H26年度利用者

実績 499,122人 

506,000

人 
実績 

Ｄ 

南信州公共交通シ

ステムのブランド

化 

南信州公共交通

システムの認知

度 

最寄りのﾊﾞｽ停の時

刻表の認知度 
認知度 57.2％ 62％ 

アンケ

ート 

広報誌、ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝ

の認知度 
認知度 27.8％ 30％ 

アンケ

ート 
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(ｳ) H28年度に追加設定予定の目標値 未実施 

 目標 評価軸 評価基準 目標値（H32） 

Ｃ 
基幹路線に対する准基幹路線及び

支線の連携強化 
接続の連携強化 

乗継における満足

度（住民・来訪者） 

Ｈ28 年度アンケート

実施後目標値設定 

Ｄ 
南信州公共交通システムのブラン

ド化 

南信州公共交通シ

ステムの認知度 

他地域に移動可能

な公共交通である

ことの認知度 

（住民・来訪者） 

Ｈ28 年度アンケート

実施後目標値設定 

住民の公共交通に

対する意識の醸成 

公共交通が地域を

支える事業である

ことの認知度 

Ｈ28 年度アンケート

実施後目標値設定 

 

 

 

 

 

 

5-2 課題整理（事務局案） 

 (1)現計画の成果と課題 

＜網形成計画の課題＞ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ◇＆○・・・新計画においても引き続き課題として位置付けるか検討する。 

●・・・路線による重複区間での運賃不統一については、市町村（あるいはブロック）ごと

に運賃に対する考え方が異なり、統一については実施困難。 

 

 

 

 

◇中山間地域における利用者減少の抑制 

◇高齢者及び通学、通勤における利用しづらさの解消 

◇公共交通に対する住民の意識の醸成 

◇公的負担額の抑制 

○来訪者への対応 

○運転手不足の解消 

●路線による重複区間での運賃不統一 

 

＜凡例＞ 

◇・・・（利用者数で判断した場合） 

引き続きの課題 

○・・・取組み進行中 

●・・・解決が困難 

 

・調査時期：平成 25年 9～10月 

・調査対象：南信州管内の 65歳以上の住民 1,895人 → 回答数 1,466人（回収率 77.4％） 

・調査方法：郵送(1,230)、自動車学校の高齢者教習での配布(300)、窓口での配布(110) 

自治会会合での配布(255) 
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＜運転手不足の解消＞ 

全国的にも運転手不足は共通する喫緊の課題。来年度から公共交通事業者と連携し、第二種普

通免許取得補助等により運転手の確保に向けた取組みの研究・検討。 

 どの程度不足しているのか、詳細な把握が必要。 

 

＜各運行事業者の現況＞                    （平成 30年 6月現在） 

事業所名 運転者数※ 平均年齢 備 考 

信南交通 76人 
51歳 

（69～23歳） 

H29 5人採用 

H27より免許取得制度有（会社負担） 

伊那バス 79人 47歳 
H29 3人採用（全員中途、平均 46歳） 

免許取得制度有（会社負担） 

長野県タクシー協会 

飯田下伊那支部 

230人 

（13社） 
60歳前後 

・利用者ニーズに応じるために、拘束時間が長く

厳しい労働下にある 

・労働力不足はかなり深刻で、現状、南信州広域

タクシー（86人）で 10人ほど不足している。 

※再雇用嘱託、アルバイト含む 

 

(2)目標値について 

目標やテーマの方向性は概ね妥当だったが、評価指標や手法が適切ではなかった。 

→目標に対する検証方法のすべてがアンケートとなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

☞ほとんどの住民が公共交通を利用していない中で、利用を前提としたアンケート調査を取るこ

とが信頼性や精度が低くなる点で適切な手法であるのか懐疑的である。 

利用している人のニーズや意見を聴取するには乗降調査やヒアリングが有効であり。目標に対

する算出の仕方は検討が必要である。 

ただし、公共交通を使いたいが使うことのできない人の声を取る手法としては適している。 

  

  

公共交通のアンケートは集計結果にバラツキが出やすいため、有効な傾向や回答が得られる

かという点で手法については見直す必要がある。 

  

アンケート調査・・・情報収集を行うための調査手法の一つで、回答を集計して資料化する。 

（メリット） 

・回答数が多いほど、そこから抽出されるデータの信頼性や精度は高い。 

（デメリット） 

・実施側（事業主体）も回答側（住民や利用者）も様々な負担がかかる。 

・無作為抽出方式のため、配布、回収に費用負担がかかる。 
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 (3)市町村（各地域公共交通会議）との連携 

  網形成計画が各市町村の施策や各地域公共交通会議における改善に貢献できる内容が乏しか

ったうえに、計画の内容や役割分担を十分に共有できたとは言い難い。 

→計画策定による市町村のメリットを共有し、役割等を理解してもらう必要がある。 

公共交通の計画を作り上げるプロセスでの関与が重要。 

 

 

   公共交通の運行事業主体である市町村は、計画の中での役割を再認識し、PDCAによる改善や

見直し、利用促進・利用転換事業に積極的に取組んでもらえるような計画とする。 

 

 (4)二次交通に対する対応 

  網形成計画の基本方針では生活交通と二次交通は二本立てとして目指す“すがた”としていた

が、取組み内容としては生活交通対策が主であり、二次交通への対応は不十分であった。 

 

 (5)アンケート及びヒアリング等からの課題整理 

 ア R2アンケート結果を踏まえ、新たに出てきた課題について改めて整理を行う。 

   ※ヒアリングや乗込調査の意見の反映は実施の有無や実施時期による 

  イ ヒアリング及び乗込調査の実施 

○第 2次南信州地域公共交通総合連携計画の策定時 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○南信州地域公共交通網形成計画の策定時 

 

 

 

 

 

 

 

 

ⅰ高校生グループインタビュー 

調査時期：平成 25年 9月 

調査対象：飯田高等学校、飯田風越高等学校、飯田女子高等学校、飯田 OIDE 長姫高等

学校、下伊那農業高等学校、松川高等学校、阿南高等学校、阿智高等学校 

調査方法：調査員が各高校を訪問し高校生にグループインタビュー 

ⅱバス乗込調査 

調査時期：平成 25年 10月 

調査対象：豊丘村(堀越線、佐原線)、喬木村(氏乗線、喬木大島線)、松川町(生田循環

峠部奈線)、下伊那南部地域公共交通対策協議会(阿南線)、飯田市(駒場線) 

調査方法：調査員が車両に乗り込み、利用者からヒアリング 

ⅰ高校生グループインタビュー 

調査時期：平成 27年 9～10月 

調査対象：飯田高等学校、飯田風越高等学校、飯田女子高等学校、飯田 OIDE 長姫高等

学校、下伊那農業高等学校、松川高等学校、阿南高等学校、阿智高等学校 

調査方法：調査員が各高校を訪問し高校生約 8名にグループインタビュー 
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利用者の意見を聞く機会としてヒアリング及び乗込調査を行い、課題を整理する。 

 

 

グループインタビュー及び乗込調査は新型コロナウィルスの影響があるため、今後の状況を踏 

まえ、実施の有無や手法を決定する。（8月中旬を目途に決定したい） 

  

5-3 新計画の策定 

(1)策定項目（地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に定められた必須項目） 

・基本的な方針 

・計画区域・・・・・14市町村の範囲 

・目標（利用者数、収支等） 

・目標達成のために行う事業、実施主体 

・達成状況の評価に関する事項 

・計画期間・・・・・令和３年４月～令和８年３月（５年間） 

・その他計画実施に必要な事項 

 

(2)基本的な方針（事務局案） 

①交通移動困難者の解消 

②利便性の向上 

③持続可能な運行形態の確立 

④観光地への来訪者の移動確保（利便性向上） 

  ⑤リニア開通を見据えた次世代モビリティや MaaSの導入に向けた研究・検討 

 

(3)目標値の例と算出方法 

①交通移動困難者の解消 

例）交通空白地域の解消【単位：％】 

→市町村地区単位での移動困難地区表の作成 

☞起点を目的地となる施設（高校や病院等）とし、そこから各市町村（役場・支所・地区 

等）まで公共交通等を利用して帰ってくることができるか、星取表を作成する。帰宅で 

きないということは行くことも困難となるため、移動困難地区が一目でわかる。 

②利便性の向上 

例）利用者数【単位：人】 

 →全体、路線ごと、便ごとの人数を把握する 

例）圏域住民一人あたりの公共交通利用回数【単位：回／人】 

 →バス・乗合タクシー利用者数 ÷ 住民基本台帳人口（毎年○月末現在） 

③持続可能な運行形態の確立 

例）路線ごとの財政負担【単位：円】 

→運行経費－運賃収入－その他収入 
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例）住民一人あたりの輸送コスト【単位：円／人】 

→負担額 ÷ 住民基本台帳人口（毎年○月末現在）

例）バス、タクシー事業者の担い手増加【単位：開催回数】 

→就職説明会への参画や運転手体験会等を実施する等、採用につながる取組みを実施

例）普通二種免許取得にかかる助成【件数】 

→タクシー事業者と連携し、免許取得にかかる費用の半額を行政が負担

④観光地への来訪者の移動確保（利便性向上） 

例）タクシー観光の利用件数【単位：件 or 人】 

→利用実績のカウント

例）標準的なバス情報フォーマット（GTFS-JP）の整備【単位：％】 

→整備したバス路線数 ÷ バス全路線数

☞GTFS-JP に情報を搭載できないバス路線は、利用につながりにくいという点が否めない

ので路線自体の見直しにもつなげていきたい。

(4)目標達成のために行う事業（事務局案） 

 ブロック単位の検討部会（ワークショップ）において、基本的な方針や目標値の設定、取り組

むべき事業について検討し、策定委員会で整理する。 

＜ワークショップにおける検討に資する視点の例＞ 

生活交通 

○地域特性に応じた運行形態の再検討

JR 飯田線、バスｽ路線、乗合タクシー、タクシーチケット、福祉有償、民間送迎、相乗タクシ

ー等の活用や組み合わせ

○人材確保

スクールバス、貨客混載の連携、主婦の雇用促進（隙間時間でのバートタイム勤務）

○運行形態の見直し

二次交通 

○タクシー観光、バス路線（生活交通）の活用、JR飯田線の組み合わせ

○MaaSの導入に向けた整備

○DMO（南信州観光公社）との連携

○ポテンシャルのある地域資源の掘り起こし（昼神温泉、遠山郷、南アルプス登山等）

共通 

○新技術の積極的な活用

・AIタクシー、EV（バスやタクシー）、自動運転、グリーンスローモビリティ※ﾌﾟｯﾁ―バス

・標準的なバス情報フォーマット（GTFS-JP）の整備（時刻表統一、業務負担軽減）

○交通結節拠点の考え方の整理

JR飯田駅、リニア駅、市立病院の存在
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スケジュール(案)について

令和 2年 令和 3年 

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 

広域連合会議 3/16 ○ 
○ 

報告 

広域連合議会 
○ 

経過報告

協議会 総会 6/16 
○ 

承認 

協議会幹事会 

(策定委員会) 
3/5 6/5 ○ ○ 

検討部会 

(ブロック別) 
○ ○ 

アンケート

ヒアリング

○パブリックコメントの手続きを踏まえないことについて

（理由）委員の中に住民代表や学校関係者も加わっており、計画策定の段階で意見を反映させることが可能であること。 

本計画の策定に関し、意見聴取の手続き等が法令等に定められていないため。 

次期計画スタート 


	☆
	体系別 (路線バス＋乗合タクシー)




